
広島から福島へ

絆と連帯を感じた大会

特別な思いを持って参加
核・原発は絶対にいらない
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第５７回日本母親大会が、7月３０・３１日、初め

て被爆地広島で開かれ、２日間でのべ１万６千人が集

まりました。さざなみネットから２人が参加しました。

感想をいただきましたので、掲載します。

1日目は県立総合体育館での全体会。早めに着いて

滋賀県の場所へ席を取り、非核滋賀県宣言の署名をし

てもらおうと、シャトルバスが着く入口へ。全国から

続々と集まって来られるお母さん、女性や男性も。目

標の署名はすぐしてもらって会場に戻るともう一杯の

人々！

「核と世界と子どもたち」と題した構成詩劇は広島

から福島へと絆と連帯が感じられ、湯浅誠さんの記念

講演があり、歌手のクミコさんが「ＩＮＯＲＩ～祈り」

などを歌われました。

今回の大会は震災にあいながらも私たち母親連絡会

が、全国から送ったカンパでこの大会に参加した人々

がたくさんおられたことと、「子供２人と参加し本当

に子ど

もたち

とを守

り切れ

るのか

と思う

と、涙

が出て

くる」

と訴え

られた

福島の

お母さ

んの言

葉が忘

れられ

ません。

広島で開かれる日本母親大会、何か特別な思いを持っ

て参加しました。「父と暮らせば」という映画を見ま

した。作

家で「９

条の会」

の発起人

の１人、

井上ひさ

しさんは、

１９７５

年に昭和

天皇が、

原爆投下

について、

広島市民

を気の毒

であるが

「戦争中

のことだからがやむを得ないこと」といった発言に最

初に切れました。１９８０年代中曽根首相が原爆病院

を訪問して「病は気からと言いますからがんばってく

ださい」と言った発言に２度目に切れました。そして

「父と暮らせば」の一幕の劇が出来上がり、さらに黒

木和雄さんが映画化、世界に拡がった。

燃える炎の中、父を残して生き残った娘。娘は幸福

になることを拒否し続け３年後、一人の人に「ときめ

いた」ことにより幽霊として出てきた父に「この惨い

出来事をずっと伝えてくれ、お

前ができなければ孫に、これは

お父さんの命令や」と言われ・・・。

そこで映画は終わります。

この惨い出来事、そして３・

１１後の福島原発、将来の人間

の生きるべき道に、核は、核を

生み出す原発は絶対なくさなく

てはいけないと思いました。
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